
わたしは、しかたなしに、ねどこにねたまま、ふたりのじょちゅうのな

まえをよんでみました」「ああ、それはよかった。はじめから、そうす

ればよかったのに」と、おうさまがいわれました。「でも、まえのはゆ

めですもの。しかたがありませんわ」「うん、そうだったな。それから

どうした」「そうしたら、ふたりのじょちゅうが、ふたりともハイとい

って、おきてきましたから、あたしは、やっとあんしんをして、いまお

はなしした、ふたつのゆめのおはなしをしてきかせました」「ふたりと

も、びっくりしたでしょうねえ」と、こんどは、おきさきがいわれまし

た。「ええ、ほんとにびっくりして、ふたりとも、かおをみあわせまし

てね。にこにこわらって、それは、たいへんにおめでたいゆめでござい

ますっていうんですの」「ほー、どうしてめでたいのだ」「たからもの

をぬすまれたり、じょちゅうがしんだりするゆめが、なんでそんなにめ

でたいのかね」と、おうさまとおきさきさまは、またもそろっておたず

ねになりました。「それはこうなのです。ふたりのじょちゅうのいうこ

とには、このくにで、いちばんめでたいゆめは、『たんとうとくも』の

ゆめと、むかしからいいつたえてあるっていうんです」「ふーむ、そう

かなあ」「あたしは、はじめてききました」と、おうさまとおきさきさ

まは、かおをみあわせました。「あたしも、よくしりませんけど、じょ

ちゅうがそういうんですの」と、おしゃべりひめは、


